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ま え が き 
 

 現在、キャリアコンサルティングについては、各方面から大きな期待が寄せられている。 

 例えば、産業競争力会議「雇用・人材分科会」中間整理（2013 年 12 月 26 日）、「日本再興

戦略」改訂 2014－未来への挑戦－（2014 年 6 月 24 日）、「日本再興戦略」改訂 2015－未来へ

の投資・生産性革命－（2015 年６月 30 日）などで相次いでキャリアコンサルティングの重

要性が言及され、2015 年 10 月１日には職業能力開発促進法が改正された。また、それを受

けて 2016 年４月１日からはキャリアコンサルタントの登録制度が開始され、いわゆるキャリ

アコンサルタントの国家資格化がなされた。 

 これらの動向は、おおむね人々に個別の相談支援の機会を提供する必要性を指摘したも

のであり、その制度的な枠組みを整備することによってキャリアコンサルタントが活動し

やすい環境を整備し、キャリアコンサルティングの普及を図ってきたものと整理される。 

 こうした中、キャリアコンサルティングの実態や効果を検証し、さらなるニーズを把握

することが課題となっている。特に、キャリアコンサルティングの効果については従来か

ら一定の検討がなされてきたものの、どのような観点からいかに効果を示すかについては、

我が国では十分な研究の蓄積がなく、継続的に様々な角度から様々な手法を用いて、その

有効性を検討する必要がある。 

 以上の問題意識から、本報告書では、過去にキャリアコンサルティングを実際に経験し

た約 1,000 名を超える 20～50 代の就業者を対象に、自身が経験したキャリアコンサルテ

ィングがどのようなものであったか、それがいかに役立ったか（役立たなかったか）、そ

の後の職業生活やキャリアにいかなる影響を与えたか等を検討した。また、あわせて過去

にキャリアコンサルティングを経験したことがない就業者に対しては、今後のキャリアコ

ンサルティングのニーズとそれを規定する要因は何かを検討した。 

 キャリアコンサルティングの経験者を 1,000名以上の規模で調査した例は過去に少なく、

本報告書によって有益な情報の整理を一定程度なし得たものと考える。 

 本報告書が、今後のキャリアコンサルティング施策に貢献し、寄与するものとなれば、

幸いである。 
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